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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ●   1．安全かつ高度な医療を提供します。　　2．優れた医療人を養成します。 
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　4．地域と社会に貢献します。 ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます
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現
場
の
声
を
反
映
し
た

「
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
」
へ

今
回
の
更
新
で
は
、「
現
場
の
声
」
を
反
映
す
る

た
め
に
管
理
体
制
か
ら
見
直
し
ま
し
た
。
更
新
に

先
立
ち
２
０
２
２
年
に
電
子
カ
ル
テ
管
理
室
を
新

設
し
、
各
部
門
か
ら
推
薦
さ
れ
た
毎
日
カ
ル
テ
を

使
っ
て
い
る
多
職
種
の
メ
ン
バ
ー
が
シ
ス
テ
ム
設

計
に
参
画
。
目
指
し
た
の
は
、
業
務
に
即
し
た
使

い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善
で
す
。

そ
の
結
果
、
カ
ル
テ
を
使
う
多
く
の
業
務
が
効

率
化
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
導
入
さ
れ
た
チ
ー
ム

医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
多
職
種
間
で
の
電

子
カ
ル
テ
の
参
照
・
記
載
が
可
能
に
な
り
、
情
報

共
有
が
円
滑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品

や
医
療
材
料
の
在
庫
管
理
で
は
、
必
要
な
も
の
が

必
要
な
量
だ
け
、
必
要
な
場
所
に
整
理
さ
れ
、
使

用
履
歴
の
追
跡
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、

治
験
や
臨
床
研
究
に
お
け
る
薬
剤
の
管
理
体
制
や

検
体
の
受
け
渡
し
が
確
認
で
き
る
仕
組
み
、
災
害

時
に
備
え
た
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
な
ど

が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
の
質
を
高
め
、

患
者
さ
ん
の
利
便
性
も
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
更
新
は
、
患
者
さ
ん
に
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
医
師
に

よ
る
入
院
患
者
さ
ん
の
薬
の
処
方
手
続
き
の
効
率

化
に
よ
り
、
痛
み
止
め
な
ど
既
に
指
示
さ
れ
た
お

薬
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
よ
り
も
速
や
か
に
患
者

さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

薬
剤
は
常
に
バ
ー
コ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
、
調
剤
ミ

ス
の
防
止
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
部

門
で
は
、
患
者
さ
ん
の
被
ば
く
線
量
管
理
シ
ス
テ

ム
の
充
実
や
読
影
端
末
の
性
能
向
上
に
よ
り
、
安

全
性
と
画
像
診
断
の
質
が
さ
ら
に
向
上
し
て
い
ま

す
。加

え
て
、
ゲ
ノ
ム
医
療
シ
ス
テ
ム
の
新
設
に
よ

り
、
治
療
に
必
要
な
家
系
図
な
ど
の
情
報
を
一
元

管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、入
院
患
者
さ
ん

の
食
事
の
嗜
好
を
デ
ー
タ
化
し
、
再
入
院
時
の
対

応
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
他
の
医
療
機
関

で
の
検
査
結
果
や
お
薬
の
情
報
を
確
認
で
き
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
よ
り
質
の
高
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
会
計
で
は
便
利
な
ス
マ
ホ
決
済
が
可
能
と
な

り
、
７
月
か
ら
の
電
子
署
名
シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
、

同
意
書
な
ど
へ
の
患
者
さ
ん
の
デ
ジ
タ
ル
署
名
が

実
現
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
一
層
進
み
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
職
員
の
生
体
認
証
ロ
グ
イ
ン
は
も
と

よ
り
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
対
策
な
ど
を
強
化
し
て
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
面
も
万
全
を
期
し
、
大
切
な
患
者
さ

ん
の
個
人
情
報
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
活
用
に
向
け
て
、

次
な
る
一
歩
を

第
９
次
シ
ス
テ
ム
更
新
を
見
据
え
て
検
討
し
て

い
る
の
は
、
医
療
現
場
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
で

す
。
ま
ず
は
入
院
記
録
の
要
約
と
い
っ
た
業
務
支

援
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
い
ず
れ
は
診
断
支
援
Ａ
Ｉ

の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
、
既

に
画
像
診
断
に
つ
い
て
は
院
外
Ｐ
Ｃ
か
ら
報
告
書

の
作
成
が
可
能
な
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
が
、
リ

モ
ー
ト
診
療
の
導
入
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
病
院
外
か
ら
医
師
が
カ
ル
テ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

ど
こ
ま
で
診
察
や
診
断
が
セ
キ
ュ
ア
に
実
現
で
き

る
の
か
。
そ
の
可
否
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
更
新
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
電
子
カ
ル
テ
管
理
室
を
中
心
に
現
場
の
課
題
を

整
理
し
、
医
療
の
質
と
患
者
さ
ん
の
利
便
性
・
安
全

性
、
職
員
の
働
き
や
す
さ
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

・  患者さんと職員の役に立つ最新システムへ更新。 
質の高い医療をより迅速・安全に提供します。
・	新任のご挨拶

・	教えて！この言葉「病理診断」
・	病院からのお知らせ
・	ナディック通信
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・	かわらばんHPのご案内

特集 1

名大病院では電子カルテシステムを定期的に更新しており、2025年1月から第8次システムが稼働しています。システム	
更新により何が変わり、どのような効果が生まれたのか。更新作業を担当した電子カルテ管理室の皆さんにお話を伺いました。

▲電子カルテ管理室の皆さん

新
任
の
ご
挨
拶

消
化
器
・
腫
瘍
外
科
（
消
化
管
）
長
／
教
授
　
神
田
　
光
郎

脳
卒
中
医
療
管
理
セ
ン
タ
ー
長
／
脳
神
経
外
科
長
／
教
授
　
齋
藤
　
竜
太

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
で
消
化
器
・
腫
瘍
外
科
（
消
化
管
）
の
科
長

／
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
神
田
光
郎
と
申
し
ま
す
。
食
道
・
胃
・
小

腸
・
大
腸
・
肛
門
と
い
っ
た
消
化
管
全
域
の
外
科
治
療
を
専
門
と
し
、
が

ん
、
良
性
腫
瘍
、
炎
症
性
腸
疾
患
、
高
度
肥
満
症
な
ど
幅
広
い
疾
患
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
大
部
分
を
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
や
腹
腔
鏡
手
術
な
ど
の
低
侵
襲
手
術
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
切
除
後
の
消
化
管
再
建
に

も
力
を
入
れ
、
術
後
の
生
活
の
質
を
維

持
す
る
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
治
療

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
の

で
、
疑
問
や
不
安
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
で
脳
卒
中
医
療
管
理
セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
齋
藤
竜
太
と
申
し
ま
す
。
脳
卒
中
医
療
管
理
セ
ン
タ
ー

は
、
東
海
地
区
の
医
療
機
関
や
自
治
体
と
連
携
し
、
情
報
化
技
術
を
活

用
し
た
患
者
・
市
民
中
心
の
脳
卒
中
連
携
医
療
の
確
立
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
構
築
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
（
Ｉ
Ｉ
Ｊ
電
子
＠
連
絡
帳
）
は
、
愛

知
県
を
中
心
に
76
区
市
町
村
に
地
域
医
療
・
福
祉
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
導
入
さ
れ
、
令
和
６
年
11
月
末
時
点
で
、
専
門
職
２
万
６
千

人
以
上
が
参
加
し
、
登
録
患
者
は
５

万
人
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
今
後
も

事
業
を
拡
大
し
、
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
、

相
談
支
援
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん
や

市
民
の
皆
様
の
生
活
の
質
向
上
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

・
◦
●
◦
・

難
治
性
疾
患
診
療
部
長
／
消
化
器
内
科
長
／
教
授
　
川
嶋
　
啓
揮

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
で
難
治
性
疾
患
診
療
部
の
部
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
川
嶋
啓
揮
と
申
し
ま
す
。
難
治
性
疾
患
診
療
部
は
、
今
後
も

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
難
治
性
疾
患
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、従
来
の
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
、炎
症
性
腸
疾
患
治
療
セ
ン
タ
ー
、神

経
線
維
腫
症
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
と
め
て
発
足
し
た
新
た
な

診
療
部
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
難
病
セ
ン
タ
ー
の
独
立
性
を
保
ち
な
が

ら
横
の
連
携
を
強
化
し
、
新
た
な
難

治
性
疾
患
へ
の
対
応
を
迅
速
に
行
い
、

効
率
よ
く
専
門
的
な
診
療
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。よ
り

充
実
し
た
診
療
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
◦
●
◦
・

患者さんと職員の役に立つ最新システムへ更新。
質の高い医療をより迅速・安全に提供します。
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「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/（トップページ⇒病院概要⇒広報）

HPのご案内
No.137　医学部・医学系研究科総務課
TEL 052-741-2111（代表）
発行日　2025年6月1日

名大病院は、日本の国立大学病院では
初めての JCI 認証施設です。

新
任
の
ご
挨
拶

先
端
医
療
開
発
部
長
／
教
授
　
橋
詰
　
淳

事
務
部
／
部
長
　
竹
本
　
浩
伸

　

令
和
７
年
５
月
１
日
付
で
先
端
医
療
開
発
部

長
／
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
橋
詰
淳
と
申
し

ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
々
使
う
お
薬
や
医
療
機
器
は
、
使
え
る
よ
う

に
な
る
ま
で
に
、
長
い
時
間
と
多
く
の
人
々
の
努

力
が
必
要
で
す
。
特
に
、
患
者
さ
ん
や
市
民
の
皆

様
の
臨
床
研
究
へ
の
ご
協
力
が
、
未
来
の
医
療
を

支
え
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
端
医
療
開
発
部
で
は
、
安
全
で
効
果
の
高
い

医
療
を
社
会
に
届
け
る
た
め
の
研
究
開
発
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
、
よ
り

よ
い
医
療
を
未
来
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
名
大
病
院
事
務

部
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

当
院
は
、「
診
療
・
教
育
・
研
究
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
理
念
の
下
、
安
全
か

つ
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に

わ
た
っ
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

日
夜
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
の
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
当
院
の
経

営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
医
師
や
看
護

師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
と
事
務
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
病
院
機
能
の
維
持
・
向
上
に
取
り

組
み
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、

精
一
杯
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

・
◦
●
◦
・

　病院を受診すると、いろいろな検査を受け、病名が診断され、
治療が始まりますね。適切な治療のためには、適切な診断が必要
です。そこで最終診断として大きな役割を果たすのが「病理診
断」です。
　患者さんの体から採取された病変（検体）からガラス標本（プ
レパラート）を作り、この標本を顕微鏡で観察して診断するの
が「病理診断」、病理診断を専門とする医師が病理医です。大腸
ポリープ、皮膚腫瘍、肺癌、そのほかにもいろいろ…すべての病
理検体を診断しています。
　病理診断は「医行為」（医師免許が必要）であり、正確な診断
のためには患者さんの全身状態や病歴の把握が不可欠です。病理
医は、主治医と話し合い、カルテ内容を吟味し、医学用語満載の
詳細な病理診断報告書を作成します。主治医は報告書を十分に
理解して診断・治療に役立て、内容を患者さんにわかりやすく説
明します。
　病理医が患者さんと直接お話することはありませんが、主治医
の先生を通して、また、カルテや病理診断報告書を通して、病理
医は患者さんと（間接的に）向き合っています。より良い医療のた
め、患者さんは主治医の先生と十分に情報共有してくださいね。

病理部　病院准教授　榊原　綾子

病理診断

ナディックからのお知らせ
　患者情報センター（広場ナディック）では患者さん自身が医療に関する情報収集ができるよ
う、一般的な医学書やパンフレットの閲覧、DVDの視聴等ができます。
　新型コロナウイルス感染症の影響による利用休止を経て、再開から1年が経過し、2025年
2月には、肝炎啓発のイベント及び肝臓病教室を開催しました。
　今後の患者さん向け勉強会などの開催については、病院ホームページもしくは院内掲示でご
案内させていただきます。感染対策上の配慮
を必要としますが、是非ご活用ください。

〈利用可能日〉�入院患者さん：月・水・金曜日�
外来患者さん：火・木曜日

〈利 用 時 間〉�平日10時～13時�
（休日祝日年末年始を除く）

名大病院公式
YouTube チャンネル

Nagoya Disease 
Information Centerナディック
通信

　当院では、患者さんが利用する設備や機器などについて、日々の点検や定期的な
更新を行っています。加えて、患者さんへのサービス・アメニティ等の満足度向上を目
指し、患者満足度委員会において、院内に設置してある提案箱へ投函された提案書
のご意見から、サービス改善策を検討し実施しています。
　現在、1ヶ月あたり約50件のご提案をいただいております。 提案書は、回収次第、
現場で対応可能なものから優先的に改善を行い、その後開催される委員会にて1件ず
つ確認・検討することで、院内のサービス向上に努めています。
　サービス改善における主な対応については、外来棟1階中央待合ホールに設置され
ているモニターへ掲示しております。

病院病院からのからの

お知らせお知らせ
病院からの
お知らせ

〈2024年度下半期　改善実施事例〉

「文書作成に関する FAQ の掲示について」
　文書受付窓口の混雑に関するご意見を踏まえ、質問の待ち時間を短縮す
ることを目的として、よくある質問とその回答を掲示することで、窓口の
混雑緩和に向けた取り組みを行いました。

提案書からの改善報告

【ケアグッズのご寄贈をいただきました】
　「がん哲学外来メディカルカフェ　シャチホコ記
念」様よりケア帽子や巾着などのご寄贈をいただき
ました。パッソ工房（就労継続支援Ｂ型事業所）に
て一つひとつ丁寧に手作りされた、草木染めの味わ
い深い、温かみのあるケアグッズです。

�（問い合わせ先　地域連携・患者相談センター　052-744-2663）


